
たんだい しんしょう…強い勇気、大きな志と共に、細やかな思いやりの心で真の復興へ
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11
月
16
日
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
™
終
了
後
初
と
な

る
、
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
の
釡
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ

Ｃ
対
コ
カ
・
コ
ー
ラ
レ
ッ
ド
ス
パ
ー
ク

ス
の
試
合
が
釡
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
０
人
の

観
衆
を
集
め
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
体
験

や
地
元
産
グ
ル
メ
の
販
売
、
震
災
の
伝

承
活
動
な
ど
は
来
場
者
か
ら
好
評
を
得

て
お
り
、
大
会
終
了
後
の
ス
タ
ジ
ア
ム

利
用
促
進
の
モ
デ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

翌
日
に
は
小
学
生
の
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

の
交
流
試
合
が
開
か
れ
、
市
内
の
他
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
小
田
原
市
か
ら
も

参
加
し
、
国
際
的
、
全
国
的
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
で
き
る
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
は
現
在
市
が
管
理
し
、

来
年
度
か
ら
は
一
般
の
方
に
も
貸
し
出

す
予
定
で
す
。
既
に
各
方
面
か
ら
打
診

を
受
け
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
非
常

に
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
体
育
館
の
こ
け
ら
落

と
し
イ
ベ
ン
ト
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
岩
手
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ズ
の
試
合

が
12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
鵜
住

居
・
栗
橋
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
の

施
設
、
世
界
遺
産
、
震
災
の
伝
承
施
設

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
学

習
の
場
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

鵜
住
居・栗
橋
地
区
を
学
び
の
場
に

防災士養成研修講座の受講者を募集します
　地震・津波や豪雨災害など、災害に関する知識や取り組み方を学び、地域
や職場で、災害から命を守るための活動を始めてみませんか。
　市は、地域の防災力の向上を図るため、NPO法人 日本防災士機構の認定
資格である防災士の養成講座を開催します。２日間の日程で「身近でできる
防災対策」「避難所の開設と運営（演習）」など12講座を受講し、最後に
防災士資格取得試験に挑戦します。

防災士とは　「自助」「共助」「協働」を原則として、社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期待
され、そのための十分な意識と一定の知識・技能を習得したことを、日本防災士機構が認証した人です。
平 常 時 の 役 割 家庭、地域、企業の防災対策・防災啓発・訓練・研修
災 害 時 の 役 割 公的支援到着までの被害軽減、消火活動や救出救助、避難誘導
災害発生後の役割 行政、ボランティアとの協働、避難所運営、被災者支援

日 時 令和２年２月15日㈯９時20分～19時
　　　　　　16日㈰９時20分～18時10分（午後に試験あり）

場 所 釡石市民ホールTETTO　ホールB
定 員 60人 ※申込者多数の場合、先着順とします
受 講 料 5,000円（防災士資格認証登録料）※後日徴収します

申し込み
12月27日㈮までに応募用紙を郵送、FAXまたはメールで市防災危機管理課へ送付
してください。応募用紙は市防災危機管理課に備え付ける他、市のホームページか
らダウンロードできます。※受講要件など詳しくはお問い合わせください

申し込み・問い合わせ　市防災危機管理課 防災係　〒026-8686 只越町3-9-13　☎27-8441　FAX 22-2686
bousai@city.kamaishi.iwate.jp
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